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ルが 1台（二世帯の食事は基本的に一緒）は 18％。4人掛けと 2人掛けが 1台ずつ（二

















































































































































































































































































































































































































への変化への対応。設計主旨 A4サイズ 1枚とプラン A3サイズ 1枚にまとめる。
Life：春日さん・夏目さん家族の暮らしに配慮した点
　家族 6人個々の身体状況とライフスタイルに対しての読み取りをし、さらに家族相互
の関わり方まで提案できるか。車いす利用者・高齢者・共働き・受験生、そして家族間・
来客との交流、生活時間の差の問題など、考え得ることが多くあるが、どこまで想像を巡
らせることができるか、日頃の生活感からの差が出るころであろう。
House：マンションの建物に配慮した点
　二戸の界壁をはずせる範囲など構造上さわれないところや、配管上移動が難しい水回り
については、プラン作成に夢中になり、基本的事項を忘れ去らないよう注意が必要であ
る。
Social：社会との関わりに配慮した点
　工事の予算、各々の仕事・学校・友人や近隣との関係についての読み取りをし、さらに
将来の変化に対しても想像できるか。老夫婦の身体状況の悪化や死亡、子供たちの独立や
所持品の増加への対応、などについてもぜひ考えに入れてほしい部分である。
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